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光デ、ィジタル信号のパワースペクトル密度解析
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Abstract: The conventional method to analyze the power spec回1densities in digi凶 coaxial岡田missionsystems is extended 
to digi匂1optical transmission systems. Especially， a method ωanalyze血epower spectral densities when both AM and PM 
modulations are applied to optical signals is investiga犯din detail. 1t is hown that influences of AM and PM modulations on 

















































H(f) -= ':5{h(t)} = [， h(仰 p(一j2Jift)dt




H*(f) =互(-f) (2) 
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(2)式は、 h(t)が実関数の時の次の関係(3)式を拡張したもの
である。





























= H -(f)G(f) 
(5) 
.:J{ιが(t)g(t+ T -mT)dt} 
= .:J' {h(t)}.:J{g(t)} exp( -j2析ば)
= H (f)G(f)exp( -j2析ηT)
一方、 h(t)とg(t)の相互相関関数1Jhg(τ)を次のように定義す
る。
九(T)ニ !im_~ í~ hキ(t)g(t+て)dt
唱 To→∞2To.)，.7;， "~ 
(6) 
これから、次の関係が得られる。























= Em2s(巾(t+巾 OS[，ωct+θ(t)]COS[，ωc(t +τ)+θ(t +て)] 
=ι2s川+サ





仙)= lim土 r:.Em 2S (巾(t+ τ)~COS [，ωcT+B(t+付(t)]dt 
7~ →∞ 2To J- 7~ '" ' 2 


























wEE(f) = [OEE(巾 xp(-j2nfT)dT (16) 
(15)式の右辺は二つの関数の積になっているから、右辺全
体の7-リエ変換は、各々 のフー リエ変換の畳み込みとなる。 φsCτ)
の7-リエ変換(=1¥0ワースへ。クトル密度)をwぬ的とし、 関数
1/2ロp(πNITI)cos(ωcT)のトリエ変換を W88的とすると、
W E (f) = [ Ws (f')W B (f -f')df' (17) 
ディシマクル信号単体のハ。りー スヘ。クトル密度Wss(/)の計算方法は次節
で述べる。一方、 W 8 o(/)を求めると、次式のように中心周
波数咲吐ωJ(2π)、半値全幅Nのローレンツスへ。クトルとなる。
~削(ωハ=[ιiトト伊臥叫州叶X却刷p似仲(←一刈桝州叫4巾I)co片同∞叫O
l川I !'J.f /ο(ρ2 方刈) Af /(2TC ) I 
41 (!'J.f /2)2 +(fc + f)2 . (ギ/2)2+ (λ-f)2 1 
(18) 

























に拘らず、常にem(t)はピット周期 T=l佑 偽はヒ守ツトレー ト)に
等しい周期で作用していると考える。こうしても、 space
時には振幅0が掛けられるため、矛盾は生じない。
ディγ川信号は 011で、 markの時のみ出力波形 h(のを生
ずるとすると、出力電界E(t)は次のように表せる。





OEE(T) = lim ~~ i:E(t)E(t + T)dt 九→∞2九J.-To
























i卦が[ex山 CノT+孔(1+ T) ーθm Ct)]} + 叫{-J[，ω，T 十九(t+ T) 一θm(ο例叫叶fのt)]Iオ市
=En/トxp(-n;制吟Xp(jo，T)


























































影響を取り入れるためには、相関関数が exp(-7rL1j IτI )で
あるハ。ワー スへ。クトル密度W(f)LDとの畳み込みを計算すればよい。



















=J二万(/)0(/ -/ )d/ (31 ) 
ここで、 H(f)は h(t)の Fouri巴r変換、 0(f)ははp[ブ8m(t)]の
















0(/) = 3{ exp[ -jθm (t)]} 
=工θkO(/一品) (34) 
k=ーコ怠
島は、 exp[ブ8m(t)]を複素 Fourier級数に展開した時の第 k
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